
 

令和４年度第３８回学習デジタル教材コンクール「文部科学大臣賞」受賞について 

 

児童生徒が学校でも家庭でも日常的にＩＣＴを活用する「ＧＩＧＡスクール時

代」の到来により，ＩＣＴを活用する際に必要な情報モラルも多様化し，これまで

の情報モラル教育だけでは対応しきれなくなってきている。 

このことから，令和３年度の総合教育センター長期研修専門研究において，日常

的なＩＣＴの活用に合わせ，教科等横断的な視点も踏まえた継続的な情報モラル教

育を行うために，小・中・高・特支すべての校種で活用可能な動画教材を中心とし

た情報モラル育成パッケージ「＃６０秒情報モラル」を開発した。 

このパッケージが「第３８回学習デジタル教材コンクール」において最高賞であ

る「文部科学大臣賞」を受賞したもの。 

今後，本パッケージが県内の各学校における授業や校内研修で活用され，児童生

徒の情報モラル教育の充実が図られるよう，積極的な広報・普及を行っていく。 

   

１ 学習デジタル教材コンクール 

(1) 主催者等 主催：公益財団法人学習情報研究センター  後援：文部科学省 

(2) 事業の概要 

 学校教育におけるデジタル機器の活用を促進するため，教員その他の教育関

係者・団体が作成したデジタル教材を募集し，表彰する事業。 

 デジタル機器の活用と教育の情報化の進展に貢献することを目的として，優

れた作品を広く教育関係者に紹介し，相互利用できるよう情報提供している。 

(3) 表彰の種類 

 文部科学大臣賞，学情研賞，日本児童教育振興財団賞 ほか 

 

２ ツールを開発した専門研究の概要 ※所属・職名は，令和３年度当時のもの 

 (1) 研 究 領 域  情報教育 

 (2) 研究主題等  ＧＩＧＡスクール時代に求められる児童生徒の情報モラルの

育成 

－動画で学べる情報モラル育成パッケージ「＃６０秒情報モ

ラル」の作成とその活用の提言を通して－ 

 (3) 専門研究員（情報教育研究グループ） 

    富谷市立あけの平小学校 教諭 佐々木 良彰 

栗原市立金成小中学校  教諭 山谷 崇文 

気仙沼市立条南中学校  教諭 及川 竜一 

宮城県石巻西高等学校  教諭 中村 功 

(4) 指 導 主 事（情報教育班） 

主幹 山下 学，主幹 本郷 直哉，主幹 髙橋 裕之 
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３ その他 

(1) 表彰式 

令和４年７月２９日（金）に「アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区）」に 

おいて開催予定。 

 (2) 同コンクール受賞履歴 

・「文部科学大臣賞」（４年連続５回目） 

 平成２８年 「＋タブレ」 

令和 元年 「プログラミング教育校内研修ナビ」 

令和 ２年 「＋タブレ 2.0」 

令和 ３年 「＋タブレ・マネージャー」 

令和 ４年 「＃６０秒情報モラル」 

・「学情研賞」（最高賞「文部科学大臣賞」に次ぐ第２位に相当） 

   平成２７年 「今日の授業タブッ ciao!」 

平成２９年 「みやぎＳＮＳナビゲーション」 

平成３０年 「プログラミング教育スタートパック」 
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コメント 履歴と返信 メディア いいね

モラール ＠moraaal60

宮城から情報モラル教育について発信しています。
📅2020年4月から1人1台端末を利用しています
19181フォロー中 13フォロワー

… フォロー

モラール＠moraaal60

📌 固定されたコメント

新任先生＠teacher2years

児童生徒の情報モラルを育成するには＃家庭との連携が欠かせません。
＃６０秒情報モラルを用いることで，保護者と協力して児童生徒の情
報モラルを育成するヒントが得られました。

モラール＠moraaal60

＃６０秒情報モラルについてはこちらから！
http://www.edu-c.pref.miyagi.jp/midori/jouhou/moral60/
💬3751 5741 2349

初学年主任＠smlteacher

宮城県総合教育センターから情報モラル育成パッ
ケージ「＃６０秒情報モラル」がリリース！

ICTリーダー＠digitallove

＃ＧＩＧＡスクール時代では＃情報モラルは重要な力の１つ。
すべての先生が，すべての教科で指導していく必要があります。

児童生徒たちが60秒の短い動画を見て，気付いたことを対話しながら
学びを深められるところがポイントです！授業など様々な場面で活用
することで＃日常的・継続的な情報モラル教育を行うことができます。

その情報モラル教育
ＧＩＧＡスクール時代に

対応してますか？

モラール＠moraaal60

＃家庭との連携にも活用できます。

急上昇ワード 情報モラル

宮城県総合教育センター
令和３年度情報教育研究グループ

令和４年３月公開

GIGAスクール時代に求められる児童生徒の情報モラルの育成
－動画で学べる情報モラル育成パッケージ「＃６０秒情報モラル」の作成とその活用の提言を通して－

＃６０秒情報モラルで児童生徒の情報モラルを
育成しましょう！

＃情報モラル教育の必要性を感じているものの，情報モラルの知識に
自信がない！教材研究の時間がない！指導する時間や場面がない！そ
んな先生方が抱える＃情報モラル教育の課題を＃６０秒情報モラル
が解決します。

情報モラル頑張りたい先生＠ganbaruzo

活用解説動画で活用のイメージをつかめました。これなら情報モラル
の知識に自信がない私でも教材を使って指導ができそう。

小学校担任＠gtwatashi

モラール＠moraaal60

指導資料には児童生徒の学びを深める多くのヒントがあります。

モラール＠moraaal60

教員向けの指導資料も充実しています！

中学校６年目＠moralnayamibito

学習指導要領で情報活用能力（情
報モラルを含む）が学習の基盤と
なる資質・能力に位置付けられて
います。

＃情報モラル

ＨＯＴ

ＧＩＧＡスクール構想等により，
１人１台端末が整備され，学校で
も家庭でも日常的にＩＣＴを活用
する時代をＧＩＧＡスクール時代
と「＃６０秒情報モラル」では捉
えています。

＃ＧＩＧＡスクール時代
ＨＯＴ

情報モラル教育の必要性について
必要性を感じる教員は

98.3％
（2021年9月宮城県の教員にアン
ケートを実施，292人から回答）

＃情報モラル教育の必要性
ＨＯＴ

情報モラル教育を進めるにあたっ
ての課題（ 2021年9月宮城県の教
員にアンケートを実施，292人か
ら回答）

教員の情報モラルに
ついての知識不足

教員間の意識の差

指導する時間や
場面の確保

教材研究のための
時間の確保

家庭との連携

57.9%

56.5%

56.2%

55.5%

71.2%208

169

165

164

162

＃情報モラル教育の課題
ＨＯＴ

日常的なＩＣＴの活用に合わせて，
これまでの単発的な情報モラル教
育だけではなく，教科等横断的な
視点も踏まえた継続的な情報モラ
ル教育が求められます。

＃日常的・継続的な情報モラル
教育

ＨＯＴ

＃家庭との連携
ＧＩＧＡスクール時代の情報モラ
ル教育は，これまで以上に学校と
家庭が同じ目線で連携して取り組
むことが重要です。

ＨＯＴ

GIGAスクール時代に対応した情
報モラル教育を進めるためのパッ
ケージです。
・パッケージの概要や授業での指
導，家庭との連携を図るための
方法が分かる解説動画セット

・動画教材一覧表や動画教材，動
画教材解説シートをまとめた動
画教材セット

＃６０秒情報モラル
ＨＯＴ

ハッシュタグ「＃６０秒情
報モラル」であなたの実践
をＳＮＳで発信しよう！

ＨＯＴ
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す
る
と
い
う
こ
と
は
，
自
分

の
誤
操
作
が
他
者
に
影
響
す
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。
間
違
い
は
誰
に

で
も
あ
る
こ
と
や
，
間
違
っ
た
と
き
に

ど
う
す
る
か
を
考
え
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
，
必
要
に
応
じ
て
共
同

編
集
す
る
ユ
ー
ザ
ー
や
閲
覧
で
き
る

ユ
ー
ザ
ー
を
限
定
す
る
な
ど
，
ア
ク

セ
ス
権
限
を
付
与
す
る
対
象
を
設

定
し
て
，
情
報
流
出
や
部
外
者
に
よ

る
デ
ー
タ
の
改
変
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

も
大
切
で
し
ょ
う
。

＃
共
同
編
集

＃
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

＃
情
報
流
出

1
7

授
業
で
の
課
題

に
つ
い
て
先
生
が

話
し
て
い
る
。

一
緒
に
活
動
す

る
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
２
人
と
あ

い
さ
つ
す
る
。

A
さ
ん
の
入
力

内
容
を
B
さ
ん
が

誤
っ
て
消
し
て
し

ま
う
。
Ｂ
さ
ん
は
す

ぐ
に
元
に
戻
す
。

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
で
は
な
い
他

の
ユ
ー
ザ
ー
が
ロ

グ
イ
ン
し
て
く
る
。

他
の
ユ
ー
ザ
ー

に
A
さ
ん
の
入
力

し
た
デ
ー
タ
を
書

き
か
え
ら
れ
て
し

ま
う
が
，
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
。

そ
の
ま
ま
終
わ
り

に
し
て
い
た
ら
，
入

力
し
た
部
分
が
全

く
違
う
も
の
に
変

え
ら
れ
て
い
た
。
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令和４年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について 

 

１ 目  的 

（１）検査問題の妥当性を検証し，今後の内容・形式等の改善に役立てる。 

（２）受験者の学習成果の実態を明らかにし，県下中学校の学習指導上の課題を考

察し，改善の指針を示す。 

２ 学力検査の実施教科 

国語，社会，数学，理科，英語 

３ 分析結果 

（１）平均点について 

教 科 国語 社会 数学 理科 英語 総点 受験者数 

平 均 
58.0 

(61.2) 

57.3 

(63.1) 

58.2 

(47.6) 

58.9 

(53.2) 

54.7 

(46.1) 

287.0 

(271.1) 

13,518 人 

(13,281) 

※数値は，全日制課程受験者の値 

※（ ）は昨年度の値 

（２）得点分布 

別冊３～４ページに記載のとおり 

（３）各教科の概況 

全日制課程の学校・学科の中から学力検査総点の受験者平均点を基にして５０

学科を抽出，さらに調査書総点ごとのバランスに留意して合計４００人の答案を

抽出し，教科ごと，小問ごとにその状況を分析考察した。 

教科 概 況 

国語 
話すこと・聞くことに関する事項については知識が定着しているが，

論理的な文章の構成や展開を考え全体の要旨を把握する力や，本文の
叙述に即して，適切に表現する力に課題が見られた。 

社会 
個々の資料から情報を読み取る力は身に付いているが，資料から得

た情報と既習の知識を結び付けて事象を考察する力や，歴史的事象の
時期や推移に着目して歴史の流れを理解する力に課題が見られた。 

数学 

計算についての基礎的・基本的な知識・技能の定着は見られるもの
の，事象を的確に捉え，数学的に表現し考察する力，論理的に筋道を
立てて表現する力に課題が見られた。 

理科 

 基礎的・基本的な知識を活用する問題において，得点率が低いもの
が複数見られた。観察，実験の条件を的確に捉えて結果を分析・解釈
し，それらを基に思考，判断し，表現する力に課題が見られた。 

英語 

短い会話を理解したり文章の内容をおおまかに理解したりする力は
身に付いてきているが，まとまった量の英文の内容を正確に理解した
り，必要な情報を探し出したりする力に課題が見られた。 

 

各教科 
共 通 
（得点率・
無答率） 

基礎的な知識や基本的な技能を問う問題の正答率は高い。一方で，
与えられた情報や結果を，既習知識等と結び付けて考察する問題や，
論理的に表現する力が求められる問題においては，正答率・得点率
が低く，無答率も高い傾向を示している。 

※無答率：解答欄が空白であったものの割合 

課長報告（２） 
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課長報告（２）別冊 
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